
令和２年度（６月） 第２回浜北区協議会 次第

日時：令和 2年 6月 25 日（木）午後 1時 30 分から

会場：浜北区役所 大会議室（なゆた・浜北３階）

１ 開 会

２ 議 事 

(1) 協議事項 

ア 浜松市文化財保存活用地域計画の策定について(中間報告)【資料 1】

   イ 浜北第 3分団庁舎・北浜小学校放課後児童会の複合施設について【資料 2】

３ その他

(1) その他

・前回の質問事項（病院前救護所医療資器材等管理更新事業）について【資料 3】

(2) 次回開催日程について 

４ 閉 会



 第９号様式 

     区 協 議 会 

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名  浜松市文化財保存活用地域計画の策定について（中間報告） 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

 本市の文化財施策に係る総合計画として、文化財の保存活

用に関する基本方針や、今後 10 年間を目安としたアクショ

ンプランを示すため策定するもの 

背景：平成 31 年４月の文化財保護法改正に伴い、各市町村

が保存活用地域計画を作成し、国へ認定申請ができる

ようになった。当該計画が認定されれば、国庫補助金

の交付が円滑になる等、優遇措置が受けられる。 

経緯：平成 30 年度から土地政策課とともに「歴史的風致維

持向上計画（歴史まちづくり計画）」の策定作業を進

める中で、文化財保存活用マスタープランの必要性が

浮上した。 

   平成 31 年度からは、法の改正内容も踏まえ、計画策

定に関する情報収集や基本方針の検討を行う傍ら、文

化庁との事前協議を進めている。 

対象の区協議会 全区の区協議会 

内  容 

１ 文化財保存活用地域計画の位置づけ【別紙１】 

２ 文化財保存活用の基本方針【別紙２】 

  文化財に係るコミュニティの維持と地域の再生を応援

するため、４つの「支援」を進めていく。 

①調査研究 ②保護修理 ③公開活用 ④協働創造 

３ 関連文化財群と文化財保存活用区域【別紙３】 

  個別の文化財をまとめ、歴史・文化のストーリー性を重

視して活用するため、４つの「関連文化財群」を設定する

とともに、重要な文化財が集中する地域を４つの「文化財

保存活用区域」として整備を進める。 

 関連文化財群   ：古墳、城郭、秋葉、芸能 

文化財保存活用区域：浜松中心区域、表浜名湖区域 

           奥浜名湖区域、天竜二俣区域 

備 考 
（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

令和２年度：パブリックコメントの実施 

      計画策定 

令和３年度：国認定申請 

担当課 文化財課 担当者 小松 弓美 電話 457-2466 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。

資料１ 



史跡 二俣城跡及び鳥羽山城跡 

史跡 光明山古墳 

史跡 蜆塚遺跡 

（市史跡 浜松城跡） 

（伊場遺跡） 

重要文化財 寶林寺仏殿・方丈 

重要文化財 方広寺七堂菩薩堂 

重要文化財 鈴木家住宅 

重要文化財 浜名惣社神明宮本殿 

名勝 龍潭寺庭園 

史跡 三岳城跡 

重要文化財 中村家住宅 

未策定 

未策定 

文化財保存活用区域 

2020（令和２）年度策定予定 

2020（令和２）年度認定申請 

未策定 

未策定 

関連文化財群 

浜松市における文化財

の保存と活用に関する

総合的な指針を示すマ

スタープラン 

歴史的な景観の維

持向上と文化財を

めぐる人々の営み

を支援する 

2020（令和２）年度策定予定、2021（令和３）年度認定申請 

文化財保存活用地域計画の位置づけ 

文化財保存活用地域計画は、本市の文化財施策に係る総合計画。計画策定中の歴史的風致維持向

上計画（歴史まちづくり計画）と内容の整合を図るとともに、個別文化財の保存活用計画の策定を

進め、着実な文化財の次世代継承を目指す。 

浜松市 歴史的 

風致維持向上計画 

（歴史まちづくり計画） 

重要文化財中村家住宅保存活用計画

個別文化財の保存活用計画 

2019（令和元）年度認定済 

2021（令和３）年度策定予定 

Ａ浜松中心区域 史跡蜆塚遺跡保存活用計画 

史跡二俣城跡及び鳥羽山城跡 

保存活用計画 

Ｄ天竜二俣区域 

Ｃ奥浜名湖区域 

Ｂ表浜名湖区域 

浜松市 文化財保存活用地域計画 

史跡三岳城跡保存活用計画 

静岡県 文化財保存活用大綱

史跡光明山古墳保存活用計画 

浜松市 総合計画

１古墳 ２芸能 ３城郭 ４秋葉 

市史跡浜松城跡保存活用計画 

浜松市 文化振興ビジョン

文化財保存活用地域計画：市町村が策定する文化財保存活用の総合計画。国の認定により、優遇措置が受けられる。【根

拠法令：文化財保護法、主管課：文化財課】 

歴史まちづくり計画：法律に基づき、歴史的風致の維持向上を目指す市町村が策定する。文部科学省、農林水産省、国

土交通大省の認定を経て国からの支援が得られる。【根拠法令：歴史まちづくり法（地域における歴史的風致の維持及

び向上に関する法律）、主管課：土地政策課、文化財課】 

個別文化財の保存活用計画：史跡名勝天然記念物や建造物など、物件ごとに定める保存活用の基本方針。国の認定によ

り、優遇措置が受けられる。【根拠法令：文化財保護法、作成主体：個別の文化財所有者・管理者（文化財課含）】 

個別文化財の

保存と活用に

関する基本方

針を示す 

国指定重要文化財、史跡名勝天

然記念物等を含む地域を「重点

区域」として設定する 

市内の重点区域 ４地区 

・浜松中心地区 

・表浜名湖地区 

・奥浜名湖地区 

・天竜二俣地区 

策定開始

策定中

策定中

策定済

別紙１ 



●調査研究 

文化財の特徴や地域で育まれた意味を明確にし、新たな価値づけに努めます。 

文化財の意義を効果的に伝えるため、調査研究機能の充実を図ります。 

●保護修復 

文化財の指定・登録・認定制度を活用し、バランスのとれた保護事業を推進します。 

所有者等と協力して文化財の保存修理事業を推進し、文化財の保護に努めます。 

所有者と地域、関連団体が連携する文化財防災の体制を整え、災害に備えます。 

●公開活用 

教育や観光、産業等、多様な分野で文化財を活用できるよう、情報公開に取り組みます。 

文化財保存活用計画の策定を進め、広く文化財に触れられる機会を提供します。 

史跡整備をはじめとした歴史まちづくり事業を通じ、郷土への愛着向上に努めます。 

●協働創造 

文化財を通じた都市部と中山間地、三遠南信地域の交流を全市的に支援します。 

市民や関連団体等との協力を深め、地域総がかりで文化財の継承に努めます。 

文化財ボランティアや関連団体等の活動を応援し、新たな文化創造を推奨します。 

地域の文

化財保存

活用事業

の自立

地域のコ

ミュニテ

ィの維持

活性化

文化財の

継承

協働

創造

保護

修復

調査

研究

公開

活用

４つの支援 

所有者による維持を期待 

地域外からの支援を紹介 

本来の意味を保った文

化財の保護継承 

歴史を活か 

したまちづくり 

ＮＰＯ 

企業等 

浜 松 市 

所有者 

管理者 

研究機関 

学校等 

地域住民 

市民団体 

文化財を活用した新た

な価値の創造 

文化財の価値、 

意義の再認識 

本市における文化財保存活用の基本方針 

 本市は、文化財に係るコミュニティの維持と地域の再生を応援するため、文化財保存活用に関す

る４つの支援を進める。 

別紙２ 



中心市街地

二俣地域
二俣地域 

中心市街地 

サト主体 

ヤマ主体 

天
竜
川

天
竜
川

浜
名
湖

（サトとヤマをつなぐゲートウェイ） 
（戦国大名の攻防） 

D.天竜二俣区域 （社寺の宝庫） 

C.奥浜名湖区域 

B.表浜名湖区域 
（湖をめぐる生活文化） 

（浜松城をめぐる武将達の去就） 
（都市化の過程/原始～現代） 

A.浜松中心区域 

（修験道と山岳信仰） 
（豊富な民俗芸能） 

中山間地域 

関連文化財群と文化財保存活用区域 

2 3 

1 

4 

図 2 文化財保存活用区域 図 1  関連文化財群 

（1:古墳、2:民俗芸能、3:城郭、4:秋葉信仰）

大勢 特性 気風 地域の歴史・文化的背景
関連

文化財群
文化財保
存活用区域

（図1） （図2）

古墳

マチ 城郭

秋葉
芸能

 、  、 、 

芸能

サト 古墳
(マチ) 城郭

芸能

 、  、 、 、 

(マチ) サトとヤマをつなぐゲートウェイ 古墳

戦国大名の攻防 城郭

 、 
ヤマ 城郭

 、 秋葉 （中山間地域）
芸能

 、 

浜松市の歴史文化の特徴（ストーリー）

   日本列島を二分する地質  地域の成り立ちを伝える遺跡群　
   東西日本文化圏の交錯地  徳川家康と武田信玄が対峙した攻防の舞台　
   浜名湖と天竜川が織りなすマチ、サト、ヤマ  多様な民俗芸能
   東海道と姫街道を通じた往来  連なる名刹と寺宝
   秋葉街道を貫く信仰と交流  豊富な名勝庭園
   新進の気風と信仰の伝統  地方都市「浜松」の発展

重点区域市内広域

修験道と山岳信仰
豊富な民俗芸能

湖をめぐる生活文化

社寺の宝庫

B.表浜名湖

C.奥浜名湖

浜松城をめぐる武将達の去就
都市化の過程　原始～現代

D.天竜二俣

A.浜松中心

奥三河と信州との繋がり

交通 地域区分

東
西

南
北

水
上

歴史の表舞台

天竜川平野と三方原台地

温暖な気候が育んだ生活文化

浜名湖

中央構造線に沿った山間地

本
州
の
中
間
点

地
質
・
文
化
・
歴
史

東
海
道
・
姫
街
道

秋
葉
街
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域
）
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灘

新
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の
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と
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仰
の
伝
統

別紙３ 



 第９号様式  

区  分 □諮問事項   ■協議事項   □報告事項 

件  名 浜北第３分団庁舎・北浜小学校放課後児童会の複合施設について 

事業の概要 

（背景、経緯、 

  現状、課題等）

＜背景＞ 

・浜北第３分団庁舎（浜北区小林 386-2）は築後 40 年以上

（昭和 55 年建築）経過した建物であり、耐震性が低いと

ともに、現管轄区域内での用地確保が困難な状況にある。

・北浜小学校放課後児童会の現在の定員は 70 人であるが待

機児童が発生しており、施設整備による定員拡大が必要で

ある。 

＜経緯＞ 

 消防団施設及び放課後児童会施設について、お互いの公有

財産を有効に活用するため、主な活動時間に着目し、敷地や

建物を可能な限り共有する「複合施設」として整備すること

で消防団庁舎の機能強化及び放課後児童会の待機児童の解

消を図っていく。 

対象の区協議会 浜北区協議会 

内  容 

浜北第３分団庁舎・北浜小学校放課後児童会の「複合施設」

について協議するもの。 

１ 施設規模：軽量鉄骨造２階建 延面積約 310 ㎡ 

２ 用途概要：庁舎１階 平日放課後は放課後児童会 

平日夜間・日祝日は消防団  

       庁舎２階 放課後児童会の専用室 

３ 移 転 先：浜北区横須賀 800-1 北浜小学校敷地 

４ 事業スケジュール 

令和２年度：実施・解体設計、地質調査、敷地測量等 

令和３年度：建設工事 

 令和４年度：複合施設運用開始 

令和４年度：敷地測量・解体工事（既存消防団庁舎） 

備 考 

（答申・協議結果を得たい

時期、今後の予定など） 

担当課 
消防総務課 

教育総務課 
担当者 

宮本忠明 

渡邊 仁 
電話 

475-7523 

457-2406 

必要に応じて、記入枠の拡大や資料等の添付をしてください。

資料2 



既存の放課後児童会

複合施設建設予定位置
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玄関・ホール・便所：（CADより）＝27.72

児童会面積

２階　　　　　　　　　：9.175＊11.905＝109.22

１階　階段・外部倉庫　：（CADより）　＝15.15

１階　物置　　　　　　：（CADより）　＝ 4.81

１階　物入れ　　　　　：（CADより）　＝ 3.38

分団車庫

分団事務・更衣・倉庫スペース

分団面積

待機室兼児童室　　：（CADより）＝68.49

事務・更衣室　　　： (実測より)≒30.00

≒143.00㎡

≒167.00㎡

車庫　　　　　　　： (実測より)≒40.00

浜北第３分団庁舎・北浜小学校放課後児童会の複合施設【イメージ図】
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2/13団長説明

2/25 ・団本部会議、支団長説明

分団長、方面隊長説明 3/5

支団本部、分団長ヒアリング 3/17

・自治会説明

（浜北区協議会　主要事業説明） 2/27 ・保護者説明

・浜北区協議会 浜北区協議会 ・工事概要、工事車両の周知 ・工事概要、工事車両の周知

北浜小調整（再）

学童保育

2/19

北浜小調整

※ 解体工期等の見直しありの場合

新庁舎運用開始

・引越し、落成式

浜北第３分団庁舎・北浜小学校放課後児童会複合施設　建設事業　スケジュール

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

地質調査
発注 地質調査

新

庁

舎

建

設

（
消

防

総

務

課

）

消防団説明

地元説明

基本構想

測量登記

発注

改築工事
発注 建設工事

測量・分筆登記 測量（既敷地）

解体工事
発注 解体工事

2月議会市　内部調整

実施設計
（改築・解体）

発注 実施設計（建設・解体）

令和2年5月14日現在



市内で震度６弱の揺れを観測従来の計画

地区防災班員（市職員）、
医療班、歯科医師班、薬剤師班

が応急救護所に参集

阪神・淡路大震災を踏まえ策定された、静岡県医療救護計画
の指針により市の計画を策定し、医療関係団体と協定を締結 1

大規模災害時の医療救護体制について
浜北区の体制

浜松市健康福祉部健康医療課

2020.6.25 第２回浜北区協議会

• 医療関係者は、勤務場所と住居が異なる人
が多い
⇒休日、夜間ではすぐに救護所に参集できない

• 開業医の高齢化
⇒少人数での医療救護活動は負担が大きい

• 発災直後の医療は、外科的処置が中心
⇒内科系の開業医では重傷者の処置は難しい

• 応急救護所も被災する
⇒まず建物の安全確認を行う必要がある

• 実行性のある体制を計画にしておく必要が
ある
⇒災害拠点病院を中心とした計画が主流

課題

2

資料3



• 被害規模への影響は、震度（揺れの大きさ）では
なくマグニチュード（エネルギー・揺れの長さ）
⇒被災状況に応じて対応

• 地震は昼夜休日問わず、いつ起こるか分から
ない
⇒時間帯によって、すぐに応急救護所を開設する
ことは難しい

• 市職員、医療関係者も被災する
• 負傷者の９割は軽症者
• ２４時間医療従事者が勤務しており、耐震性の
高い災害拠点病院が医療の中心
⇒浜北区では浜松赤十字病院

過去の震災を踏まえると

3

大規模災害時における医療は？

災害時の医療

一人でも多くの生命を救うことが目標

重傷者の治療を最優先
軽傷者の治療は最後

4
確実に医療を提供できる場所に重傷者を集める



時間経過とともに変わる医療提供

6時間 48時間 1週間 1ヶ月

救護病院

応急救護所

避難所
（救護所）

診療所

100

0

100

0

数時間後に負傷者が殺到、24～48時間経過ぐらいから徐々に減少

直後から大多数が診療不可、救護所や救護病院へ応援。３日後ぐらいから徐々に再開

半日ぐらいたってから徐々に開設、３日後には閉鎖

３日後ぐらいから全国からの保健医療チームが支援に入る

5

• 重症者の治療を最優先とする体制
⇒発災直後は浜松赤十字病院に医師を集約

• 応急救護所には、歯科医師班、薬剤師班が参
集し、簡易トリアージ（誘導）や応急手当を行う
⇒重傷者はすぐに救護病院へ
⇒簡単な応急手当は自助・共助で行う
⇒応急救護所数の変更なし

• 浜松赤十字病院の対応が落ち着いたら、
医師はチームを組んで応急救護所へ移動

• 3日目以降は市外からの応援医療チームを
中心とした避難所への巡回診療

一人でも多くの生命を救うための体制

6



災害医療で重要となるテーマ

クラッシュ症候群への対応
医療関係者だけでなく、行政、消防、自衛隊、
ボランティアも知っておく必要がある

市民の力
共助、搬送

7

• トリアージは医師や救急隊の仕事
• 市民はトリアージを受ける側
• 大規模災害時は被災現場に医師や救急隊が
すぐに駆け付けることができない

• 被災現場で市民が軽傷者をより分けることが
できれば、重傷者はより早く病院に運ばれる
ことになる

8

市民トリアージの役割

市民トリアージ＝搬送トリアージ



• 手や足を２時間以上はさまれていたら救護病院
（総合病院）へ誘導する

• 歩けないけが人を優先的に救護病院へ誘導
する

• 救護所が開設されたら軽傷者を誘導する

9

市民は具体的には何をする？

一人でも多くの命を救うことが目的
・・・軽傷な人ほど大きい声

阪神淡路大震災では、声の大きい軽傷者の治療が
優先されてしまった・・・もっと救える命があった

10



• 市民はトリアージと呼ばなくて良い
• バイク、自転車、徒歩で車が通れる道を探し、
車での搬送をまず追及する

• 軽傷者を身近なもので応急手当
（直接圧迫止血法、ラップ療法、骨折の固定など）
（応急手当し、ある程度時間が経ってから医療機関へ）

• 市民トリアージ（搬送トリアージ）は医療行為
ではない ⇒責任を負わない

• 浜松市防災ホッとメールの登録を！

11

まとめ

entry@city-hamamatsu.jp

• 応急救護所数の変更なし（浜北区内７ヶ所）
• 新たに浜松赤十字病院前に病院前救護所を
設置

• 応急救護所で保管している麻酔薬等救急処
置に用いる注射薬（薬局での取り扱いがない
もの）等を浜松赤十字病院で保管管理

• 解熱薬や抗生物質等の医薬品については薬
剤師班が薬局から持参

• 応急手当に必要な衛生資器材は引き続き
応急救護所に保管

12

浜北区病院前救護所医療資器材等
管理更新事業


